
2025年 1月 27日

2025年 1月 28日

執行役員会

常任幹事会

立憲民主党訪韓団報告

国際局

■派遣目的■

本年が日韓国交正常化 60周年を迎えることから、韓国議会の与野党の外交責任者

や対日政策の専門家らと日韓関係や北東アジア情勢、党間交流などについて意見交換

し、重要な隣国である韓国との友好協力関係の維持
出発展をめざす。

■派遣期間■

1月 16日 (木 )～ 17日 (金 )

■派遣議員■

重徳和彦

源馬謙太郎

大西健介

政務調査会長

国際局長

税制調査会長

■日程詳細■
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大西議員、源馬議員、金浦空港着 (」 L93)
大西議員、源馬議員、特派員との懇談会

重徳議員、金浦空港着 (」 L95)

駐韓大使から現地情勢ブリーフ

ナム ロギジョン ソウル大学日本研究所教授

(共に民主党 日外交安保統一諮問会議委員)と の面談

チェロウンミ峨山政策研究院研究委員

(国家安保室政策諮問委員、外交部政策諮問委員)と の面談

キム ロソッキ「国民の力」議員 口国会外交統一委員長主催昼食会

チュロホヨン「国民の力」議員・国会副議長との面談

ユン・ホジユン「共に民主党」議員日国会韓日議会外交フォーラム会長との面談

ウィロソンラク「共に民主党」議員との面談

イ・ジェジョン『共に民主党」議員との面談

仁川空港発 (KE743)

■訪韓成果■

・国民意識の変化に伴い、大統領を支える与党議員だけでなく、野党議員も日韓、日

米韓の関係の重要性を認識していることを確認できた。与野党の外交、対日政策の

重鎮議員とのパイプを確立し、今後の政党交流のルー トを敷くことができた。

H連日、韓国大統領の弾劾や内乱罪に関する報道があるが、ソウル市内は全く通常モ

ー ドであることが分かつた。民主主義を壊す非常戒厳令を止めたことに対する国民

の自国の民主主義に対する強い自信と自負を感じた。
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キム ロソッキ「国民の力」議員 ユンロホジュン「共に民主党」議員

チュ・ホヨン「国民の力」議員 H国会副議長  ウィロソンラク『共に民主党」議員

ナム “ギジョン ソウル大学日本研究所教授

イ ロジェジョン「共に民主党」議員

チェ・ウンミ峨山政策研究院研究委員
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1月 28日 常任幹事会

青森県豪雪被害視察報告

小川淳也・党幹事長

くはじめに〉
1月 14日 (火)の常任幹事会において、東北ブロツク常任幹事の升田世喜男(青森1

区選出。衆議)より、青森県内での記録的豪雪による深刻な被害状況について報告が

あったことを受け、1月 25日 (上)に党幹事長として青森県連の協力のもと現地視察を

行いました。

■人的被害(県発表 1月 24日 9時判明分)
死亡 8人 (要因:屋根の雪下ろし6人、落雪 1人、除雪作業中 1人 )
重傷 38人、軽傷 93人、計 139人

■建物被害(県発表 1月 21日判明分)

住 家 全壊 3件、半壊 4件、一部損壊 54件、総計 61件
非住家 全壊 53件、半壊 38件、一部損壊 85件、総計 176件

■農業関連

りんご、ももの枝折れ被害

10市町村 青森市、弘前市、黒石市、五所川原市、平川市、藤崎町

大鰐町、田舎館村、板柳町、鶴田町

パイプハウス(ビニールハウスの倒壊

15市田J本寸 138棟

O今後求められる支援
・除排雪作業の強化に伴う財政支援(予算要望)

・農業施設再建への助成 (撤去費用、再建支援)

・トリガー条項の適用、及びガソリンの暫定税率の廃止

・農業者戸別所得補償制度等による直接支援
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【被害概要】
2025年 1月、青森県では記録的な豪雪が発生し、深刻な被害が報告されています。

特に、1月 4日までの積雪量は平年の 3倍を超え、青森市では今季最高の 139セン

チ、弘前市では 1月の観測史上最大の H5センチを記録。これ1こより人的被害に加え

住宅の倒壊、一部損壊や停電も発生し、住民の生活に大きな影響を与えました。この

豪雪は、冬型の気圧配置と強い寒気の影響によるもので、影響は長期化する可能性が

あり、住民の安全確保を最優先とする観点から、生活道路の除排雪支援や、国による

市道除雪の早急な強化が急務となります。



1月 25日 (土 )
(青森市内視察〉

田名部匡代(参議)、 升田世喜男(衆議)、 奈良祥孝、藤田まこと、蛯名和子(青森市議)

。造道中学校敷地内除雪状況。経費説明  ・岡造道町内崩落家屋の現状視察

・パイプハウス倒壊現場での被災農家さんによる説明(倒壊ハウスは 1基 400万 )
(弘前市内〉

岡田華子(衆議)、 今博(青森県議)、 成田大介(弘前市議)

。弘前市建設課による市除排雪状況の説明 ・堀越雪置場視察(1日 2～ 3000台 )

(その他〉
。りんご農家の枝折れ状況視察、地域住民との意見交換も行いました。
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